
本部　043・278・7671/ センター柏　04・7134・3801/ センター千葉　043・278・7629/ センター佐倉　043・461・7868/

センター松戸　047・385・4646/ センター市原　0436・60・1583/ センターベイ　047・379・1540/ デポー真砂　043・278・0112/

デポーみつわ台　043・287・2414/ デポー新松戸　047・348・1210/ デポー大津ヶ丘　04・7191・7359/ デポー園生　043・290・0090/

デポー成田 NT　0476・27・8804/ デポー松葉町　04・7134・0697/ デポー浦安　047・353・0135/ デポー木刈　0476・40・6811/　

コルザはフランス語で ｢菜の花」。生活クラブ虹の街の機関紙です。

生活クラブ風車

目　次
　
２　風車建設にあたって　　
３　グリーン電力使用採択
４　風車事業の基本計画
６　風車のこといろいろ
８　風力発電事業で実現させたいこと

　号

臨時

2011  

 

グリーン電力始めます



３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
、
大
津
波
の
発
生
に
よ
っ

て
尊
い
人
命
を
奪
う
と
と
も
に
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
～
放
射
能
漏
出
と
い
う

も
う
一
つ
の
危
機
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

今
回
の
事
故
は
、
人
間
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
原
子
力
発
電
の

問
題
が
改
め
て
現
実
化
し
た
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

今
、
地
球
の
環
境
は
深
刻
で
危
機

的
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
世
界
中
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
叫
ば
れ
て
い

る
の
が
地
球
温
暖
化
の
問
題
で
、

温
暖
化
の
原
因
は
Ｃ
Ｏ
２

だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２

発
生
源
の
30
％
が
電
力
で
す
。

ま
た
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
、
在
来
型
の
石
油
生
産

量
が
最
悪
で
２
０
１
７
年
頃
ま
で

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
発
表
し
ま

し
た
。

石
油
に
限
ら
ず
、
化
石
燃
料
は
す

べ
て
有
限
で
あ
り
、
し
か
も
日
本

は
そ
の
化
石
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

コルザ 2011 年 7 月 臨時号 (2)

食
と
共
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
も

　

生
活
ク
ラ
ブ
は
、
生
活
に
必
要

な
食
料
を
自
治
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
共
同
購
入
運
動
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
放
射
能
に
つ
い

て
も
独
自
基
準
を
運
用
す
る
な

ど
、そ
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
事
故
は
、
私

た
ち
の
そ
の
到
達
点
を
崩
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
原
発
の
深
刻
な
事

故
に
よ
り
、
私
た
ち
は
放
射
能
と

暮
ら
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
生
活
ク
ラ
ブ
で
も
緊
急
の
放

射
能
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
対
応
の
一
方
で
、
よ
り
根

本
的
な
解
決
に
向
け
て
も
新
た
な

一
歩
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
食
」
と

並
ん
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
安
定
で
危
険
な
原

発
を
止
め
、
代
わ
っ
て
再
生
可
能

で
地
域
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の

食
と
生
活
を
支
え
る
基
礎
的
な
課

題
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
方
の
転
換
を

す
す
め
る
と
同
時
に
、
自
ら
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し
、
自
治
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
海
外
に
依
存
し
て
い
る
化
石

燃
料
と
原
発
か
ら
、
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
社
会

づ
く
り
に
当
事
者
性
を
も
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
市
民
の
手
で
自
治
す

る
運
動
と
モ
デ
ル
づ
く
り
を
す
す

め
、
そ
の
一
歩
と
し
て
首
都
圏
４

単
協
（
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・

千
葉
）
共
同
で
「
生
活
ク
ラ
ブ
風

車
」
の
建
設
と
発
電
さ
れ
た
電
力

の
使
用
を
す
す
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

生
活
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
建
設
反

対
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
建
設

計
画
の
中
止
を
求
め
る
活
動
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
反
対
の
表

明
だ
け
で
現
実
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
脱
原
発
の
具
体

化
に
向
け
て
、
以
下
２
点
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な

い
暮
ら
し
を
す
す
め
る
こ
と

・
自
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
政
策

に
着
手
す
る
こ
と

　

自
ら
の
暮
ら
し
は
い
か
に
脆
く

危
険
な
も
の
の
上
に
あ
り
、
一
部

の
人
々
を
危
険
な
作
業
や
環
境
に

お
い
て
成
り
立
っ
て
い
た
か
に
多

く
の
人
が
気
付
き
つ
つ
あ
る
今
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
生
産
か

ら
廃
棄
ま
で
を
見
通
し
、
自
治
し

て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

千
葉
で
は
、
２
０
０
６
年
６
月

よ
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
循

環
推
進
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
発
足
当
初
は
、
使
用

済
核
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
本
格
稼
働
に
反
対
す
る

活
動
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

も
討
議
し
、
08
年
８
月
に
、
旭
市

岩
井
（
旧
海
上
町
）
に
あ
る
市
民

風
車
「
か
ざ
み
」
を
見
学
。
09
年

６
月
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
（
株
）
の

太
陽
電
池
工
場
見
学
、
８
月
に

は
、
東
京
単
協
の
デ
ポ
ー
せ
た
が

や
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
み
ど
り
の

ス
ペ
ー
ス
を
見
学
す
る
な
ど
学
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

首
都
圏
で
風
車
検
討
議
論

　

首
都
圏
の
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
、

連
合
全
体
で
は
動
き
づ
ら
く
、
か

つ
単
協
で
は
解
決
し
が
た
い
課
題

を
共
有
す
る
た
め
、
10
年
７
月
に

首
都
圏
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
連
帯
準
備

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
各
単
協
が
積
み
上
げ
て
き
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組

み
を
持
ち
寄
り
、
共
通
の
運
動
・

事
業
と
し
て
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
の

建
設
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
圏
づ
く

り
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

12
月
度
各
単
協
理
事
会
で
基
本

方
向
に
つ
い
て
一
致
す
る
決
定
を

。



(3) コルザ 2011 年 7 月 臨時号

経
て
き
て
い
ま
す
。

風
車
建
設
と

グ
リ
ー
ン
電
力
使
用
採
択

　

６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
生
活

ク
ラ
ブ
千
葉
第
35
回
通
常
総
代

会
は
、
総
代
２
０
０
人
の
う
ち

１
９
３
人
の
出
席
で
、
全
議
案
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
原
発
に
依
存
す

る
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

待
っ
た
を
か
け
る
取
り
組
み
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
生
活
ク

ラ
ブ
の
課
題
と
す
る
こ
と
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

①
秋
田
県
に
か
ほ
市
に
２
０
０
０

㎾
の
風
力
発
電
施
設
を
、
首
都
圏

４
単
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
の
共
同
事
業
で

建
設
す
る
こ
と

②
グ
リ
ー
ン
電
力(
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

電
力
）
を
導
入
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
電
力
の
導
入
で　

　

風
車
で
発
電
し
た
電
力
を
、
生

活
ク
ラ
ブ
虹
の
街
で
は
本
部
と
４

セ
ン
タ
ー
、
２
デ
ポ
ー
に
導
入
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
事
業
活
動
全

体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
29
・
５
％

相
当
の
削
減
効
果
を
予
測
し
て
い

ま
す
。

　

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
25
％
削
減
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
電
力
の
導
入
に
よ
っ

て
そ
の
目
標
を
大
き
く
ク
リ
ア
で

き
る
予
定
で
す
。

グ
リ
ー
ン
電
力
の
値
段

　

グ
リ
ー
ン
電
力
は
、
費
用
が
割

高
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
導
入
計
画
で
は
、
生
活

ク
ラ
ブ
風
車
で
発
電
し
た
電
力

は
、
い
っ
た
ん
特
定
規
模
電
気
事

業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
と
い
う
電
力
仲

介
法
人
に
売
却
し
、
再
び
そ
の
Ｐ

Ｐ
Ｓ
か
ら
首
都
圏
単
協
が
電
力
を

購
入
し
ま
す
。

　

現
在
、
電
力
を
売
買
で
き
る
の

は
東
京
電
力
な
ど
全
国
10
社
の
電

力
会
社
や
Ｐ
Ｐ
Ｓ
な
ど
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
そ
の
電

力
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
グ

リ
ー
ン
電
力
証
書
」
が
売
買
さ
れ

ま
す
。

　

生
活
ク
ラ
ブ
虹
の
街
の
一
年
間

（
09
年
12
月
～
10
年
11
月
）
の
電

気
料
金
は
、
１
９
４
４
万
円
。
同

量
を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
購
入
す
る
と

１
８
８
５
万
円
、
加
え
て
グ
リ
ー

ン
電
力
証
書
代
金
が
３
２
５
万

円
。
結
果
２
６
６
万
円(

14
％)

の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
電
気
料
金
は
値

上
が
り
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
の
賠
償
金
分
の
上

乗
せ
に
よ
っ
て
16
～
20
％
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
報
道
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
値
上
が
り
分
だ
け

で
も
、
今
回
の
費
用
増
加
分
が
相

殺
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
化
石
燃
料
も
価
格
の
高

騰
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ま
で
安
い
と
宣
伝
さ
れ
て
き

た
原
子
力
発
電
の
価
格
も
国
の
手

厚
い
保
護
に
よ
る
も
の
で
、
更
に

再
処
理
や
廃
炉
費
用
が
一
切
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
風
車
建
設
と
グ
リ
ー
ン
電
力

購
入
は
最
小
限
の
費
用
負
担
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
自
治
す
る
た
め
の
道

筋
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

2012 ～

予想ＣＯ２削減量

29.5％

風力発電後
ＣＯ２排出量

70.5％

ＣＯ２排出量

2007 年度を
100 とする



コルザ 2011 年 7 月 臨時号 (4)(5) コルザ 2011 年 7 月 臨時号

●風車事業の基本計画

事業主体：一般社団法人グリーンファンド秋田

　　( ４単協とＮＰＯ法人北海道グリーンファ

　　ンドが参画 )

事業目的：生活クラブによる風力発電事業とグ

　　リーン電力の購入

建設予定地：秋田県にかほ市金
このうら

浦

●風車概要

機種：国産メーカーで最終調整中

定格出力：2,000kW

ハブ高さ：80m

ロータ径：80m（ブレード 40m ×３枚）

ナセル：Ｌ 11.5m ×Ｗ 3.5m ×Ｈ 4.9m

発生電力量：467 万 kWh/ 年

竣工：2012 年２月予定

＊上記の建設コストは上限として２月度理事会で確認しています。

（この間の事前折衝では上記金額より下がる予定です。）最終的には

総代会後の６月度理事会以降に最終コストにもとづいた融資額決定

と返済利子含めた金銭消費貸借契約書（生活クラブと一般社団法人

グリーンファンド秋田の契約）を承認してすすめていく予定です。

　６月	 ○建設コスト内示

○開発費一部支払

７月 ◆ＧＦＡ *1 に社員参画、建設委員会設置

８月

◆事業計画最終確認（各単協融資額決定）

○ＧＦＡとＰＰＳ *2 基本契約

○電気設備発注

９月
○生活クラブ風車の国交大臣認定取得

○土木工事着工

10 月

◆カンパ活動期間（10 月～１月予定）

○電気連携工事着工

○基礎工事着工 /写真①

11 月
◆生活クラブとＰＰＳ基本契約

○電気設備着工

2012 年
２月

◆支部総会、カンパ活動締め切り

◆融資実行

○風車据付（２月末頃）/写真②～⑤

３月 ○最終調整

４月

◆オープニングイベント（予定）

◆ＧＦＡに理事・監事選出

○商業運転開始

◆：生活クラブ組織関連     ○：風車建設、事業関連

*1　一般社団法人グリーンファンド秋田

*2　50 ㎾以上の高圧需要家を市場とする電気事業者

生活クラブ 出資額（万円）融資額（万円）

東　京 　　500 　　8,400

神奈川 　　500 　　8,400

埼　玉 　　500 　　8,400

千　葉 　　500 　　　4,800

合　計 　2,000 　　30,000

①基礎の中心にアンカーリングを設置

②３分割されたタワーを下から順に組

　み上げていく

③３分割されたナセルをタワー上に組

　み付ける

④クレーンでロータを吊り上げ、ナセ 

　ルに取り付ける

⑤完成

①

②
③

④

風車ができるまで

にかほ市
○

鳥海山
▲

遊佐町

にかほ市金浦と遊佐町の距離は 30km

一般社団法人新エネルギー

導入促進協議会（ＮＥＰＣ）

生活クラブ(４単協）

①出資

②融資

③組合員カンパ

④風力発電電気の利用

　グリーンファンド秋田

　・風車建設（建設費用とラン   

 　ニングコスト約6.3億円）

　・風車による発電

特定規模電気事業者（ＰＰＳ）

（株）市民風力発電

開発・保守・管理

補助金　３億円

出資・融資・カンパ

電気料金支払い

融資分の返済

電気の供給販売

電気料金支払い
電気の販売

3.3 億円

●生活クラブ風車事業概要

●生活クラブ風車予定

建設予定地

 

避雷針

ナセル

タワー

ハブ

ブレード
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Ｑ、なぜ秋田なの？

Ａ -１　秋田は風況が良く、すでに北海道グリーンファ

ンド（生活クラブ北海道が生み出した団体）の風車の運

営実績があるので、保守管理も効率的にできます。

Ａ -２　秋田は県として、風車建設に積極的に取り組ん

でいます。建設地の「にかほ市」も自然エネルギーを推

進しています。建設地は共有地で、近隣の地区に対して

も住民説明会を行い、各地区住民総会の場で、風車建設

の合意を得ています。

Ａ -３　北海道グリーンファンドがすでに補助金交付許

可を得た計画を持っており、連携していくことで運動の

推進につながります。

Ｑ、低周波音が良くないって聞くけど？

Ａ -１　低周波音には可聴音と非可聴音があります。超

低周波音は耳で聞こえないこと、また個人差もあります。

　風車の建設に際しては、住宅からの距離を確保すると

ともに、事前の環境調査をもとに地元住民との丁寧なコ

ミュニケーションを大切にすすめていきます。

Ｑ、鳥などへの影響は？

Ａ -１　これまでに現地を調べたところでは、特に注意

が必要な猛禽類等が営巣可能な断崖や森林等が近隣には

ないことが確認されています。また、これまでに秋田県

内３ヵ所（いずれも計画地に類似した海浜地域）での市

民風車運転の実績からも、鳥に対する影響は確認されて

いません。さらに、有識者への聞き取りからも、近くに

渡り鳥のルートもありませんでした。

●風車のこといろいろ

にかほ市を訪問。左から須田正彦副市長、鈴木伸予副

理事長（神奈川）、横山忠長市長、吉田由美子理事長（東

京）、半澤彰浩常務（神奈川）

建設地は海の近く

建設地から見た北側風景

Ｑ、 風の効率は？

Ａ -１　日本では発電に有効な高い風速の風は吹上風が

多く、ダウンウインドロータ方式は発電量を増やす効果

があります。



(7) コルザ 2011 年 7 月　臨時号

Ｑ、落雷の危険性は？

Ａ -１　落雷の危険性はゼロではありません。世界でも

稀な日本の強い雷に対し、国際電気標準規格を超える強

度を設定し、万が一風車に落雷があった場合でも、風車

から地中に放電されるような仕組みになっています。

Ｑ、グリーン電力証書って？

Ａ -１　再生可能なエネルギーによって得られた電力の

環境付加価値を、取引可能な証書（＝証券）にしたもの

です。それを用いる制度は、グリーン電力制度、グリー

ン証書取引制度などとも呼ばれることがあります。

Ｑ、風車の耐用年数は？

Ａ -１　風車の法定耐用年数は 17 年ですが、これは他

の発電所の例に従って財務省が決定したもので、原発の

法定耐用年数 16 年に対する 17 年です。（しかし、原

発の使用年数は 40 年＊に至っているものもあります。）

風車についても最低でも 20 年間は稼動できる設計に

なっています。タワーの設計耐用年数は50年ですから、

劣化する発電機やブレード等を交換すれば 20 年以上は

使用が可能と考えます。

Ａ -２　風車は車と似ていて、約２万点の部品で構成さ

れた機械です。車同様メンテナンスをすれば、長く使用

でき、放っておけばそれだけ寿命は短くなります。

＊原発の発電単価は使用年数40年に従って計算されています。

冬の建設地周辺のようす

Ｑ、 台風とか強風は大丈夫？

Ａ -１　導入予定の機種は、強風・台風に対して、安全

のため風速 25m/ 秒で自動停止となります。停電時や

暴風待機時には、風を受け流す風見効果があり、台風下

での停電時でも安全性を確保することができます。

グリーン電力証書（一例）
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風
車
を
建
て
る
こ
と
で

①
食
の
自
治
、
地
域
福
祉
の
自

治
と
同
じ
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
私
た
ち
が
自
治
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

②
市
民
が
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
た
い
と
思
っ
て
も
な

か
な
か
実
現
で
き
な
い
原
因
の
一

つ
が
、
日
本
の
電
気
事
業
の
あ
り

方
で
す
。｢

発
電｣｢

送
電｣｢

配

電｣

が
す
べ
て
全
国
10
社
の
電
力

会
社
に
独
占
さ
れ
て
い
る
現
状
へ

の
対
案
と
し
て
、
そ
し
て
何
よ
り

も
私
た
ち
は
原
子
力
に
よ
る
電
気

は
使
い
た
く
な
い
と
い
う
意
思
表

示
を
実
践
し
ま
す
。

③
一
人
ひ
と
り
で
は
解
決
が
難

し
い
こ
と
を｢

お
お
ぜ
い
の
私｣

が
力
を
出
せ
ば
実
現
で
き
る
、
そ

れ
を
提
案
す
る
の
が
協
同
組
合
と

し
て
の
役
割
で
す
。
生
活
ク
ラ
ブ

は
、
他
の
生
協
に
先
駆
け
て｢

事

業
で
使
う
電
力
の
一
部
を
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う｣

こ
と

を
実
現
し
ま
す
。

④
①
～
③
の
よ
う
な
社
会
的
役

割
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
事
業

と
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
実
践

モ
デ
ル
を
提
示
し
ま
す
。
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風力発電事業で

実現させたいこと

②

電力の独占や原

子力発電への対

案とその実践

③

生活クラブとし

ての、社会的役

割＝公共の担い

手としての存在

意義を示す

④

社会的役割の事

業化モデルを提

示する

⑤

事業者としての

ＣＯ２排出削減

①

持続可能なエネ

ルギー自治のモ

デルづくり

⑤
生
活
ク
ラ
ブ
虹
の
街
の
事
業

で
使
用
す
る
電
力
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

の
う
ち
３
割
が
削
減
さ

れ
ま
す
。
省
エ
ネ
推
進
と
共
に
Ｃ

Ｏ
２

の
削
減
を
す
す
め
ま
す
。

共
感
を
カ
ン
パ
活
動
に

　

生
活
ク
ラ
ブ
の
理
念
は
「
課
題

の
解
決
を
、
他
者
に
の
み
求
め
な

い
」
そ
し
て
社
会
で
解
決
す
べ
き

課
題
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、
い
つ

も
自
分
た
ち
で
実
践
す
る
こ
と
で

対
案
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

生
活
ク
ラ
ブ
風
車
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
圏
づ
く
り
へ
の
共
感

と
賛
同
を
広
げ
、
カ
ン
パ
活
動
を

す
す
め
ま
す
。

　

カ
ン
パ
金
は
風
力
発
電
事
業
の

安
定
化
と
生
活
ク
ラ
ブ
事
業
所
へ

の
グ
リ
ー
ン
電
力
供
給
の
確
実
性

を
つ
く
る
た
め
に
、
生
活
ク
ラ
ブ

虹
の
街
が
参
画
す
る
一
般
社
団
法

人
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
秋
田
に
寄

付
し
ま
す
。
首
都
圏
４
単
協
で

１
０
０
０
万
円
を
目
標
と
し
ま
す

　
お
お
ぜ
い
で
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
を

つ
く
る
こ
と
。
そ
の
思
い
を
カ
ン

パ
活
動
で
表
現
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

。


